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現場志向の強い人材を歓迎

専門は開発途上国の農
業・農村開発。アフリ
カ地域の農村の変容を
村落レベルの実態調査
から明らかにする。

高根 務先生
国際農業開発学科

教授タイで行われた国際学会で研究発表した院生たち

大学院の制度を活用して青年海外協力隊に参加

　

動
植
物
す
べ
て
に
関
わ
る
総
合

科
学
を
扱
う
大
学
と
し
て
、「
実
学

主
義
」
を
教
育
理
念
に
掲
げ
る
東

京
農
業
大
学
。
初
代
学
長
・
横
井

時
敬
の
「
人
物
を
畑
に
還
す
」
と

い
う
言
葉
に
は
、
農
の
現
場
や
実

社
会
の
課
題
解
決
に
寄
与
す
る
人

材
を
輩
出
す
る
と
い
う
決
意
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。

　

世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
国

際
食
料
情
報
学
部
の
モ
ッ
ト
ー
は
、

「
日
本
と
世
界
の
食
料
・
農
業
・

農
村
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
国

際
的
情
報
網
の
活
用
の
も
と
総
合

的
・
実
践
的
に
挑
戦
す
る
」。

　

そ
の
精
神
に
基
づ
い
て
、
開
発

途
上
国
の
発
展
と
地
球
規
模
の
環

境
保
全
を
担
う
パ
イ
オ
ニ
ア
の
育

成
を
目
指
す
の
が
国
際
農
業
開
発

学
科
だ
。

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
自
然
科
学
と

社
会
科
学
の
両
領
域
か
ら
構
成
さ

れ
、
熱
帯
作
物
の
生
産
や
自
然
環

境
保
全
、
途
上
国
の
社
会
・
経
済

理
論
、
食
料
問
題
な
ど
を
学
び
な

が
ら
実
習
を
重
ね
て
い
く
。

　

実
習
は
南
米
や
ア
フ
リ
カ
、
東

南
ア
ジ
ア
、
欧
米
な
ど
世
界
各
国

の
大
学
や
農
業
の
現
場
で
学
ぶ
こ

と
の
で
き
る
短
・
長
期
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
充
実
。

　

さ
ら
に
、
大
学
院
で
は
、
国
際

協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
と
連
携
し
、

在
学
中
に
青
年
海
外
協
力
隊
を
は

じ
め
と
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
参
加
で
き
る
「
長
期
履
修

制
度
」
を
設
け
て
い
る
。
今
後
は
、

同
様
の
制
度
を
学
部
に
も
導
入
し

て
い
く
方
針
だ
。

　

一
方
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
通
じ
て
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
や
ア
フ
リ
カ
諸
国

な
ど
か
ら
多
く
の
留
学
生
を
受
け

入
れ
て
お
り
、
同
学
は
日
本
と
途

上
国
双
方
の
人
材
育
成
を
通
じ
て
、

世
界
の
農
の
発
展
を
支
え
て
い
る

と
い
え
る
。

　

卒
業
・
修
了
後
の
進
路
は
、
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
な
ど
の
政
府
開
発
援
助（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）
実
施
機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど

に
加
え
て
、
国
内
外
の
食
品
・
農

業
関
連
企
業
や
研
究
機
関
、公
務
員
、

教
員
、
農
業
な
ど
幅
広
い
。

農
業
を
通
じ
て
国
際
貢
献

で
き
る
人
材
を
育
成

キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
広
が
る

学
び
の
オ
プ
シ
ョ
ン

滝 毬奈さん
農学研究科

国際農業開発専攻
博士前期課程
（修士）２年

　高校生の時、東日本大震災のボランティアに参加した
のを機に、ボランティアや青年海外協力隊に興味を持つ
ようになりました。東京農業大学の大学案内で、国際農
業開発学科は青年海外協力隊に関わる先生や先輩が多い
ことを知り、「ここで学べば、将来、国際協力のできる
人間になれるかもしれない」と入学を決めました。
　学部時代に1年間タンザニアへ留学し、将来について
考えていた時、高根先生から大学院の「長期履修制度」
を紹介していただき、2019年から野菜栽培隊員として
タンザニアに滞在していました。ミニトマト栽培に着手
し、軌道に乗り始めたところでしたが新型コロナの影響
で帰国することになり、残念に思っています。
　大学も大学院も留学生が多く、国際色豊か。フィール
ドは違えど、同じ思いを抱く同期との出会いにも恵まれ
ました。青年海外協力隊やJICA専門家としての経験を
持つ先生も多いので、専門性を身に付けながら、リアル
な現場の話を聞けるのも魅力だと思います。

研究と経験を両立できる

定 員
学 費

開講形態
奨 学 金

所 在 地

T e l
M a i l
H P

取得可能な学位
学部150人、修士18人、博士2人
入学金、授業料、演習費など合計152万3,400円

（初年度納付金）（HPを参照）
昼
あり（特待生、「人物を畑に還す」奨学金、大学院
奨学生制度など）
〒156-8502 東京都世田谷区桜丘１-１-１

（世田谷キャンパス）
03-5477-2226
nyushi@nodai.ac.jp
https://www.nodai.ac.jp/

学士、修士、博士
：
：

：
：

：

：
：
：

：

東京農業大学／大学院
国際食料情報学部 国際農業開発学科
農学研究科　国際農業開発学専攻

　在籍しながら青年海外協力隊など
の活動に参加できる「長期履修制度」
で入学すると、大学院に４年間在籍
が可能で、修士の学位と経験の両方
を手にすることができます。
　学費は2年で修了する場合と変わ
りません。青年海外協力隊と大学院
生を股に掛ける制度であるため、学
内では「ニソクノワラジ」と呼ばれ
ています。
　大学院は、在籍する院生およそ
60人のうち約半数が途上国からの

留学生。自国の農業開発の実務に携
わる人が多く、現場経験も豊富です。
　日本人の院生は彼らとの日々の交
流のなかで、途上国の現状を知るこ
とができます。
　研究室は、社会科学分野と自然科
学分野の両方があり、学べる学問分
野が広いのも特徴です。また、教員
のほとんどが途上国での長期にわた
る現場経験や研究経験を持っており、
その経験が講義や演習、研究指導に
活かされています。
　本大学院での授業はすべて英語で
行われ、論文発表会の資料も英語で
の準備を求められます。また、多く
の院生が海外で開催される国際学会
の大会で英語で研究発表を行ってい
ます。
　本大学院は、専門知識を身に付け
て国際協力関連の仕事に就きたい人
はもちろん、特に農業・農村開発分
野で専門的な知識を身に付けたい人
や海外展開する企業への就職を考え

ている人、実験室や図書館での研究
に飽き足らず、現場で現地の人と関
わりながら活動していくことを目指
す研究者や実務家に最適だと思いま
す。
　修了生は、JICA専門家、研究者、
教員、公務員、開発コンサルティン
グ企業、農業・食品関連企業など多
彩な分野で活躍しています。
　途上国の現場で学ぶ志向と、問題
解決型研究への志向が非常に強いこ
とが、本大学院の特徴です。途上国
の農村の現場に飛び込むことをいと
わない、バイタリティーのある人を
特に歓迎します。


